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午前９時２５分開会 委員会開会 

○委員長（田中藤一郎） 少し定刻より早いですけど、

皆さんおそろいになられたいうことで、建設経済委

員会を開始したいと思います。 

 おはようございます。 

 定刻前になりますけれども、委員会を開会したい

と思います。 

 それで、挨拶させていただきますけれども、昨今

の観光産業でいいますと、先日もちょっと副委員長

の芹澤副委員長とも話を少ししてますと、去年に比

べてやっぱりちょっと悪いかなっていうふうな雰

囲気があります。これは多分もう全国的に観光がど

っていって、２年、３年行かなかった方が、できれ

ばというか、やっぱりメインの京都だとか東京だと

か大阪だとか、ＵＳＪだとかディズニーだとかいう

ふうなところに逆に人がばっと行ったせいもあり、

ちょっと但馬だとか、これまでコロナから空気のい

いところっていうところが少し選ばれてないとい

うか、影響されたところがあるのかなというふうに

思うんですけれど、ただやはりそこで大きく大渋滞

が起こったりとかする中で、ある程度一通りそうい

ったメインのところが入った後は、やっぱり元に逆

に戻ってくるんじゃないかなというふうな感じが

あるので、そこはしっかりと認めながら、見ながら

やっていきたいなというふうに思ってます。 

 それと、先日、建設経済委員会で行きました視察

研修のほうでは、もう大変委員の皆さんに一般質問

では多くの、よかったよかったというふうな一般質

問がありまして、私自身にとりましては非常によか

ったなというふうに思います。やはり足を運んで現

地に行って感じることっていうのは非常に大事な

ことであるかなというのがあります。 

 その中で一つだけ気づいたことは、ＶＩＳＯＮも

そうですけど、万博もそうなんですけれど、やはり

どう民間の力を活用するかというところが非常に

私自身改めて勉強させていただいたなというふう

に思います。公の行政ができる範囲っていうのも、

これだけだんだん厳しい状況の中である中では、ど

う本当に民間の力を引き出してあげれるかという

ふうなところがこれからの大きなテーマでもあり

ますし、それがひいては民間の力が行政を守ってい

くというふうなところにつながっていくんではな

いかなというふうなところでは、非常に勉強になっ

たというふうに思います。 

 豊岡市におかれましても建設経済委員会これか

らもありますけれども、どう民間力を引き出して後

押しをしながらやっていくか。民間が力を持てば、

自然と自力でやられていくっていうふうな形があ

ると思いますので、そういったところを今後とも研

究しながら市のほうもやっていただきたいと思い

ますし、我々委員会もやらなければならないことか

なというふうに思います。 

 少し長くなりましたけれども、今日も１日よろし

くお願いします。 

 それでは、まず、本委員会に当たり、芹澤正志委

員から欠席届が出ておりますので、ご了承願います。 

 また、本日の議事進行についてですが、建設経済

委員会審査と予算決算委員会に係る建設経済分科

会審査を適宜切り替えて行いますので、ご協力をお

願いします。 

 それでは、協議事項１番、付託・分担案件の審査

に入ります。 

 当委員会は多くの付託案件を抱えておりますの

で、委員の皆さん、当局の皆さん、説明、質疑、答

弁に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて簡

潔明瞭に行うなど、スムーズな議事進行を格別のご

協力をお願いいたします。 

 また、委員会での発言は、委員長の指名の後、発

言者は名のってマイクを使用してから行っていた

だきますよう、お願いいたします。 

 まず、第６６号議案、市道路線の変更についての

議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 北村参事。 

○建設課参事（北村 省二） 議案書１３９ページを

ご覧ください。 

 第６６号議案、市道路線の変更について、去る６

月２日、本会議で都市整備部長が提案説明したとお
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りですが、少し補足説明をさせていただきます。本

案は、市道豊岡病院線及び市道九日市荒原線につい

て市道路線を変更するため、道路法の規定により議

会の議決を求めるものです。 

 １４３ページの路線変更図をご覧ください。市道

豊岡病院線を変更する理由ですが、兵庫県が行って

います一般県道豊岡インター線道路改良事業に伴

い起点を変更するものです。 

 １４５ページの路線変更図をご覧ください。市道

九日市荒原線を変更する理由ですが、民間事業者に

より開発予定区域内に存在している当路線の起点

を区域外へ変更してほしい旨の申出がありました。

管理上、支障がないことから、起点を変更するもの

です。 

 説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。よ

って、第６６号議案は、原案どおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第６７号議案、物件購入契約の締結につい

てを議題とします。 

 当局の説明を求めます。 

 北村参事。 

○建設課参事（北村 省二） 続いて、議案書１４７

ページをご覧ください。第６７号議案、物件購入契

約の締結についてご説明いたします。 

 本件は、除雪トラック７トン級の購入につきまし

て、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得また

は処分に関する条例の規定により議会の議決を求

めるものです。 

 契約の目的は除雪トラック７トン級（道路維持作

業車）１台を購入するものでございます。契約の方

法は指名競争入札。契約金額は３，６４１万２６０

円です。豊岡地区の除雪作業に使用します。契約の

相手方ですけども、北但自動車株式会社になりまし

た。納入期限は、令和６年３月３１日としておりま

す。納入されるまでに降雪があった場合は、予備車

にて対応をいたします。主な仕様としましては、除

雪トラック７トン級に除雪作業用のフロントプラ

ウ、また圧雪処理等に対応するため、路面整正装置

を装備します。 

 説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） こういうトラックの相場がち

ょっと分からないですけども、３，６００万円、次

のページは、委員会は違う思うけど、消防の車が２，

０６８万円出てますけど、これは大体相場が７トン、

３，６００万円いうのは、相場が分からないんです

けど、こういうもんでしょうか。豊岡の中で除雪車

としては一番最大クラスがこの７トンなんでしょ

うか。その辺り教えてください。 

○委員長（田中藤一郎） 北村参事。 

○建設課参事（北村 省二） 豊岡のトラックとして

は７トン級というのは一番大きなものになります。

そのほかにグレーダーだったり、対象のものはある

んですけども、トラックとしては７トンが一番大き

いものです。 

 それから、相場ですけども、見積りを取りますと、

やっぱりこのぐらいの金額、もう少し見積り自体は

高い金額が上がっておりますので、トラックという

よりも普通のプラウだったりとか、それから特殊装

置がついておりますので、その部分が高いというふ

うに考えておりますので、特に金額が外れて高いと

いうものではない、標準のものだと思っております。

以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 分かりました。ありがとうご
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ざいました。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） そのほか、ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。よ

って、第６７号議案は、原案どおり可決すべきもの

と決定しました。 

 続いて、第７４号議案、豊岡市公営企業の設置等

に関する条例の一部を改正する条例制定について

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） では、２０３ページを

ご覧ください。第７４号議案、豊岡市公営企業の設

置等に関する条例の一部を改正する条例制定につ

いて説明させていただきます。 

 改正の内容につきましては本会議で上下水道部

長が説明したとおりですが、改めて２０７ページの

条例新旧対照表で説明をさせていただきます。２０

７ページをご覧ください。 

 改正の内容は、第２条第３項下水道事業の経営の

規模について、豊岡市公共下水道事業計画の変更に

伴い、計画処理区域面積及び計画処理人口を変更す

るものです。計画処理区域面積の変更については、

公共下水道事業計画の計画処理区域を現状に合っ

たものとするため、集落排水処理区域等から公共下

水道区域へ統合した区域について精査を行ったも

のです。また、計画処理人口の変更については、事

業期間を２０２３年度から２０２７年度まで延伸

したことにより、計画処理人口を見直すものです。

以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員、どうぞ。 

○委員（須山 泰一） すみません、面積が減った部

分、集落排水を公共排水に替えたところで減ったと

いうようなことでしたけど、具体的にはどの辺りが

減らされるのか、分かれば教えてください。 

○委員長（田中藤一郎） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 面積の検証をした区域

については、農地等のところを面積の減としており

ます。また、増えるところもありまして、造成等を

行われて既に下水につながれておるところについ

ては、この変更に合わせて面積に加えております。

以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） そうですね、３，２８６、３，

２１７なんで、７０ヘクタールぐらいですけど、具

体的にどの辺りっていうようなんは難しいですか。 

○委員長（田中藤一郎） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 具体的にといいますか、

今回、以前から公共下水道区域等であったところに

ついては区域は見直しておりません。集落排水事業

で行ったところについて、農地等が結構含まれてい

るところがございましたんで、そういったところを

見直しを図ったものです。どこというところはない

んですけど、全市的に見直しを行ったものです。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございました。 

○委員長（田中藤一郎） そのほか、ございますか。 

 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） １点お尋ねします。こういう

形で公共下水に集落排水をどんどん合併というん

か、集合させていくということの中で、当然公共下

水というのは面整備というふうなことで、それぞれ、

あくまでも面に対して、言わば公共下水道事業やっ

ておるんだけども、集落排水と個別に、１件に対し

て１本とか、その後入れたり統合したりした後の個

別の利用者での負担とか、それについてはうまく制

度的なならしたもんができておるんかな。どうでし

ょうか。 

○委員長（田中藤一郎） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） そうですね、集落排水
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等については、例えば区域囲ってないとこから入れ

られることがあっても、区域外流入ということでま

た下水道管のほうを敷設をしていただいておりま

す。費用の負担については加入金という形で頂いて

おります。 

○委員長（田中藤一郎） 浅田委員、どうぞ。 

○委員（浅田  徹） 新たに徴収が生じるのか。公

共下水だったら当然面だから、使ってなくても既に

もう入ってるわけなんで、取付け管については。集

落は入ってないんで、新たに個人が申請して、負担

をしてもらって、加入してもらうというような格好

になるわけだね。 

○委員長（田中藤一郎） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 委員のおっしゃるとお

りです。 

○委員（浅田  徹） 分かりました。 

○委員長（田中藤一郎） そのほか、よろしいですね。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。よ

って、第７４号議案は、原案どおり可決すべきもの

と決定しました。 

 ここで建設経済委員会を暫時休憩します。 

午前９時４２分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前９時４２分 分科会開会 

○分科会長（田中藤一郎） 建設経済分科会を開会し

ます。 

 まず、報告第２号、専決処分したものの承認を求

めることについて、専決第６号、令和４年度豊岡市

一般会計補正予算（第１３号）を議題といたします。 

 当局の説明は、所管事項に係る部分について、歳

入、歳出、地方債補正の順に説明をお願いします。 

 なお、本専決においては、事業費確定等に伴う財

源更正のみの部署については説明を省略しますの

で、ご了承願います。 

 財源更正以外の補正予算のある部署、あるいは特

に説明を要する事項のある部署はございませんか。 

 それでは、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、承認すべきものと決

定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。

よって、報告第２号、専決第６号は、承認すべきも

のと決定しました。 

 次に、報告第２号、専決処分したものの承認を求

めることについて、専決第７号、令和５年度豊岡市

一般会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 当局の説明については、所管事項に係る部分につ

いて、歳入、歳出の順に説明を願います。 

 コウノトリ共生部の説明を願います。 

 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） それでは、議案書の

９１ページをご覧ください。よろしいでしょうか。 

 一番上段の枠でございます。中小企業者省エネ設

備等導入支援事業でございます。これは市内の事業

者が省エネ設備に切り替えられた場合、上限５０万

円で２分の１を補助するというもので、今回が第二

弾となります。第一弾は１億円の予算でしたけれど

も、２，０００万円増額して１億２，０００万円の

予算をいただいております。 

 なお、５月８日から６月１４日にかけましてエン

トリー期間を設けて、受付を終了いたしましたので、

現時点の速報をお知らせいたします。申込みのほう

は２１７件、補助金ベースで７，４６２万３，００

０円の申し込みいただきました。予算の範囲内です

ので、当初予算をオーバーしたら減額をすると言っ

ておりましたけれども、申請どおり全ての方に交付
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のほうをしていこうと思っております。 

 続きまして、歳入を説明いたします。８７ページ

をご覧ください。 

 一番上の枠の２番目です。上から２番目の地方創

生臨時交付金、このうち１億２，０００万円が先ほ

どの事業の財源となっております。 

 説明は以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） それでは、質疑はありま

せんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） すみません、教えてください。

省エネ設備など導入支援７，４００万円、２１７件

ということでしたけど、どういうのが多いんでしょ

うか。エアコン、ＬＥＤとかが例としては出てまし

たけど、実際の申請ではどういうのが多かったでし

ょうか。 

○分科会長（田中藤一郎） 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） エアコンとＬＥＤ照

明が一番多かったです。合わせまして６５％の方が

これになります。あとは冷蔵庫が今回多くて、これ

を入れますと４分の３、７５％がエアコン、ＬＥＤ、

冷蔵庫、冷凍庫というところになっております。以

上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございました。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほか、ないですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本件は、承認すべきものと決

定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。

よって、報告第２号、専決第７号は、承認すべきも

のと決定しました。 

 次に、報告第２号、専決処分したものの承認を求

めることについて、専決第８号、令和５年度豊岡市

一般会計補正予算（第２号）を議題といたします。 

 当局の説明について、所管に係る部分について、

歳入、歳出の順に説明を願います。 

 コウノトリ共生部、説明を願います。 

 成田課長。 

○コウノトリ共生課長（成田 和博） まずは歳出か

らです。１０５ページをお願いいたします。 

 １枠目にございます環境政策推進事業費です。家

庭におけるエネルギー費用負担を軽減するため、省

エネ性能の高いエアコン、冷蔵庫、テレビ、ＬＥＤ

照明器具への買換えに必要な経費の一部を補助す

るものです。また、本事業実施に係る会計年度任用

職員の人件費を併せて計上しています。 

 続きまして、歳入です。１０３ページをご覧くだ

さい。 

 １枠目の地方創生臨時交付金と２枠目の財政調

整基金繰入金を歳出総額に合わせ、財源として計上

しております。 

 説明は以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） １０５ページをご覧

ください。 

 一番下の枠の人件費のところでございます。先ほ

ど説明をさせていただきました省エネ補助金第二

弾の事務に係ります会計年度任用職員の人件費と

なっております。６月から３月までの１０か月分の

予算要求をさせていただいております。合計２１０

万円です。 

 １０３ページをご覧ください。財源につきまして

は、このページの一番上の地方創生臨時交付金を全

額充当しております。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 質疑はありませんか。 

 須山委員からどうぞ。 

○委員（須山 泰一） この補正１号や２号の中で、

市民の省エネ家電のとこだけ財政調整基金ですか、

市の持ち出しがあるんですよね。それはええことで

すけど、それは何でここにだけそうなったんかなと

いうことと、さっきの業者向けのあれと一緒で、も

う既にこれ、まだ補助受付開始したとこで分からな
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かったらいいですけど、どういう、でもこれは冷蔵

庫、ＬＥＤ、テレビ、エアコン４種ぐらいですかね、

もともとが。どういうのが多いんかなと。実績があ

ればですけど、まだ分からないならいいです。以上

です。 

○分科会長（田中藤一郎） 成田課長。 

○コウノトリ共生課長（成田 和博） 財源について

は、事業を実施するに当たって、ある程度の額が必

要、ある程度の世帯に補助金が行き届く必要がある

ということで、若干、財政調整基金、一般財源のほ

う充てていただいているというふうに認識をして

います。 

 それから、補助の実績ですが、６月１６日金曜日

の１５時現在で６１１件、オンライン申請が１８３

件、直接紙での申請が４０４件、郵便での申請が２

４件、計６１１件となっております。あわせまして、

エアコン、冷蔵庫、テレビ、ＬＥＤ照明の割合です

が、これは初日の紙で受け取った申請の件数の割合

ですが、エアコンが５０％、冷蔵庫が３３％、テレ

ビが９％、ＬＥＤ照明が８％となっております。以

上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） どうなんですかね、そういう

支援は市民にとっても業者にとってもええと思う

んですけど、中には、もともとお金がないと買えな

いんで、この恩恵にあずかれないというような声も

あります。そういうことをお伝えしておきます。以

上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） 非常に大切な取組だなという

ふうに見させてもらってます。２億円の予算がつい

てると思うんですけど、仮になんですけど、今後ま

たさらに、あ、これは今のうちに買い換えようとい

うふうなのが殺到して、購入はしたけども申請に行

ったら予算なくなって打ち切られてますというふ

うな方が出るのがすごく気にはなっていて、その辺

りの対策というのはどういうふうにお考えでしょ

うか。 

○分科会長（田中藤一郎） 成田課長。 

○コウノトリ共生課長（成田 和博） 委員おっしゃ

るとおり、その辺りの見極めが大変重要だというふ

うに考えてます。ですので、毎日３時で一度締めて、

件数をお出しするようにしてます。今現在で、ざっ

となんですけども、１件当たりの補助が大体アベレ

ージ、平均で４万５，０００円というふうなことで

今見てますので、その辺り件数とそういったアベレ

ージの補助金額を見極めながら、市民の皆様には迷

惑がかからないようなことの対応を取っていきた

いというふうに考えてます。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） ぜひ本当にそういう話を、や

ろうと思ったけどできなかったというのがないよ

うにしていただきたいなというのが本当に強く思

います。 

 具体的に、家電量販店で購入されるケースがほと

んどなんだろうかなと思うんですけど、家電量販店

に対しての、この時点で今これだけですよという情

報提供みたいなものも行っておられるんですかね。 

○分科会長（田中藤一郎） 成田課長。 

○コウノトリ共生課長（成田 和博） 特に個別にお

答えしているようなことはございませんが、ただ、

ホームページでこういうことを周知してますよと

いうことは、今後情報提供していきたいというふう

に考えてます。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） 多分、家電量販店の方は売り

たい、その後のことは市のほうでやってくださいな

みたいなことを言いかねへんのかなともちょっと

思ってて、一番困るのは多分買ってしまったという

か、そのつもりで買った市民の方なのかなと思うの

で、そういったことがないように、ぜひご留意いた

だけたらと思います。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） よろしくお願いします。 

 そのほか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 
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 お諮りいたします。本件は、承認すべきものと決

定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。

よって、報告第２号、専決第８号は、承認すべきも

のと決定しました。 

 続いて、第７５号議案、令和５年度豊岡市一般会

計補正予算（第３号）を議題といたします。 

 当局の説明については、所管事項に係る部分につ

いて、課ごとに、歳出、歳入、債務負担行為、地方

債補正の順に説明を願います。 

 まず、コウノトリ共生部、お願いします。 

 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） 議案書の２３１ペー

ジをご覧ください。歳出予算になります。 

 上の囲みの１行目、農業振興事業費１２万４，０

００円の増額です。美しい村づくり資金の利子補給

金として１２万４，０００円を計上させていただい

ています。これは、新型コロナウイルス感染症の感

染拡大や原油価格・物価高騰等の影響によりまして、

貸付けを受ける農業者に対しまして、県と市で当初

の３年間を無利子化、その後４年目以降の利子の一

部を支援するものです。この利子補給制度の適用は

２０２２年度末で終了とされていましたが、県が制

度を継続されたことに伴い、市も協調して支援する

ものです。 

 次はその下、有機農業産地づくり推進事業費３０

万円の増額です。慣行栽培から有機農業への転換を

支援する交付金です。当初は５ヘクタール分の１０

０万円を見込んでいましたが、要望調査の結果、取

組面積が１．５ヘクタール増加しまして、合計で６．

５ヘクタールになったことから、増加分に相当する

３０万円を計上させていただくものです。国のみど

りの食料システム戦略推進交付金を活用しまして、

市からの持ち出しはありません。 

 続いて、その下の段、農地費の財源更正です。内

町地区の県営圃場整備事業に係る県からの委託金

が増額となったため、関係する職員の人件費に充当

をするものです。 

 続きまして、上から２つ目の囲みです。林業総務

費７５万円の増額です。ＢＤＦ、バイオディーゼル

燃料を製造するために竹野町の大森小学校跡地に

プレハブ小屋を設置して、そこで製造を行っていま

した。２０１９年度にＢＤＦの製造を終えた後もそ

のままプレハブ小屋が残っておりまして、老朽化も

していますことから、今回撤去を行おうとするもの

でして、そのための手数料として７５万円を計上さ

せていただいています。 

 続きまして、その下の囲みです。水産業振興事業

費４０万円の増額です。先ほどの美しい村づくり資

金の利子補給金と同様、漁業者向けの豊かな海づく

り資金についても県が制度適用を継続されたこと

に伴いまして、市も協調して支援するものです。 

 次は、２２１ページ、歳入をご覧ください。一番

下の囲みの２段目、県支出金の農林水産業費県補助

金になります。歳出で説明をしました予算に係るも

のです。みどりの食料システム戦略推進交付金３０

万円は、慣行栽培から有機農業への転換を進めるた

めの事業に係るものです。 

 次に、２２３ページになります。上の囲みの２段

目、農林水産業費委託金の基盤整備促進事業委託金

４７０万円の増額です。内町地区の圃場整備事業は

県営事業ではありますが、市が事業を受けて実施を

しておりまして、今回事業執行に係る人件費分とし

て増額補正するものです。 

 続きまして、２１２ページをご覧ください。債務

負担行為補正です。農林水産課の関係分は、追加の

表の１番目、美しい村づくり資金利子補給事業が１

９９万２，０００円、２番目の豊かな海づくり資金

利子補給事業が３３１万９，０００円を設定するも

のです。ともに今年度末までの融資に係る利子補給

事業でして、令和１２年度までの償還に対応するも

のです。歳出予算で説明したものに関連するものに

なります。 

 説明は以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 成田課長。 

○コウノトリ共生課長（成田 和博） ２２７ページ

をお願いします。 
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 上から３枠目のコウノトリ野生復帰推進事業費

です。飼料費は、雌親が不慮の事故で収容されてし

まい雄親だけとなった事案があり、雄親だけでは３

羽のひなの採餌、給餌を行うことが困難だとの判断

から、コウノトリの郷公園への収容を依頼したこと

による、再度自然へ戻すまでの餌代です。重機借り

上げ料は、収容に際して必要であった高所作業車の

借り上げ代です。 

 その下、生物多様性推進事業費です。今年度と来

年度で外来生物対策行動計画を策定するに当たり、

今年度は外来種の分布状況調査及び効果的な防除

に関する情報収集を行うこととしています。それら

に係る委託料を計上しています。 

 続きまして、歳入です。２２１ページの上から３

行目、生物多様性保全推進交付金です。本交付金を

活用して外来種対策行動計画策定に係る基礎調査

を行うこととしています。 

 ２２２ページ、２枠目、２段目のコウノトリ基金

繰入金は、餌代等ひな収容に係る経費の財源を基金

から繰り入れるものです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 次に、都市整備部、お願

いします。 

 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） まず、建設課に係ります

歳出予算について説明させていただきます。議案書

の２３０、２３１ページをご覧ください。 

 一番下の枠になりますが、土木費の道路新設改良

費になります。こちらは財源更正ということです。

城崎の市道風早線道路改良事業、それから日高の市

道藤井中森線道路改良事業、それから城崎の市道上

山二見線の道路改良事業で、補助金交付決定に伴い

ます国庫支出金の減額及び地方債の増額、それから

一般財源の減額となります。 

 続きまして、次のページ、２３２、２３３ページ

をご覧ください。 

 一番上の枠ですが、雪害対策費になります。昨年

度の降雪期の消雪設備の稼働状況などから次期降

雪期までに修繕が必要な箇所について対応すると

いうことで、修繕料７７３万円の増額補正をお願い

するものです。修繕内容といたしましては、豊岡地

域、城崎地域、竹野地域、日高地域、出石地域でポ

ンプの点検や清掃、ノズル交換、送水管の修繕など

を行います。 

 続きまして、その下ですが、橋梁維持費になりま

す。橋梁長寿命化事業におきまして補助金の交付決

定に伴います国庫支出金が減額となるため、これに

合わせまして事業費を見直し、具体的には緊急度が

比較的低い橋梁補修工事の一部を後年度に先送る

ということで、補修工事費を１，８００万円減額い

たします。 

 続きまして、その下になりますが、橋梁新設改良

費です。栃江橋の整備事業におきまして、補助金交

付決定に伴いまして国庫支出金が減額となるため、

これに合わせまして事業費の見直しを行いまして、

１，０５０万円を減額補正いたします。 

 続きまして、その下ですが、上野橋の整備事業に

おきます、こちらも補助金の交付決定に伴います国

庫支出金が減額となるため、これに合わせまして事

業費を見直し、道路改良工事の一部を後年度に先送

りをいたしまして、２，０００万円の減額補正をす

るものです。 

 続きまして、歳入になります。２２０、２２１ペ

ージをご覧ください。 

 国庫支出金です。道路橋梁費補助金ということで、

社会資本整備交付金、それから道路改良事業費の減

額、２，１０２万１，０００円は先ほどの道路新設

改良費の財源更正に関連するものです。 

 その下の防災・安全交付金、橋梁新設改良費の１，

１５０万５，０００円の減額は、上野橋整備事業の

減額補正に関連するもの、道路メンテナンス事業費

補助金、橋梁新設改良事業費の７００万９，０００

円の減額は、栃江橋整備事業の減額補正、橋梁長寿

命化事業の５，１９５万２，０００円の減額は、橋

梁長寿命化事業の減額補正に関連するものです。 

 続きまして、市債になります。２２２ページ、２

２３ページをご覧ください。 

 道路整備事業債として、風早線９７０万円、藤井
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中森線６３０万円、上山二見線５１０万円をそれぞ

れ増額いたします。 

 橋梁整備事業債として、栃江橋で４６０万円、上

野橋で７６０万円をそれぞれ減額、橋梁長寿命化事

業で１，１８０万円を増額するものです。 

 最後に、地方債補正になります。議案書の２１３

ページをご覧ください。 

 歳入補正に伴います地方債補正になります。道路

整備事業債の限度額を２，１１０万円増額いたしま

して２億３，６６０万円に、橋梁整備事業費の限度

額を４０万円減額ということで、２億５，８４０万

円とさせていただきます。 

 建設課からは以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 続いて、竹野振興局地域

振興課、小林参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（小林 昌弘） ２１２

ページをご覧ください。 

 竹野振興局から債務負担行為補正１件ございま

す。事項欄の上から４行目、竹野川湊館指定管理料

です。来年３月末で指定期間が終了するため、引き

続き令和６年度から１０年度までの５年間、債務負

担限度額を設定しようとするものです。なお、限度

額は１，７３４万円となります。 

 説明は以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 次に、出石振興局地域振

興課、川﨑参事、お願いします。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） 議案書

の２１２ページをご覧ください。 

 債務負担行為補正の上から５番目になります。出

石家老屋敷指定管理料といたしまして、令和６年度

から令和１０年度まで５年間で６００万円を限度

額として設定するものでございます。 

 説明は以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○分科会長（田中藤一郎） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。

よって、第７５号議案は原案どおり可決すべきもの

と決定しました。 

 ここで建設経済分科会を暫時休憩します。 

午前１０時０７分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１０時０７分 委員会再開 

○委員長（田中藤一郎） 引き続き、建設経済委員会

を再開します。 

 以上で付託案件の審査は終了しました。 

 議場での報告案件を含め、何か質疑等ありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） この際、当局の皆さんから

特にご発言ありませんか。 

 特にないようでしたら、報告事項に関係するコウ

ノトリ共生部、竹野振興局以外の当局の皆さんはこ

こで退席していただいて結構です。お疲れさまでし

た。 

 暫時休憩します。 

午前１０時１２分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１０時２３分 委員会再開 

○委員長（田中藤一郎） それでは、委員会を再開し

ます。 

 冨岡課長、お願いします。 

○環境経済課長（冨岡  隆） それでは、紙のほう

が行き渡ったようですので、そちらで説明させてい

ただきたいと思います。 

 まず、２ページをご覧ください。令和４年度、昨

年度のじばさん振興センターの事業報告から説明

させていただきます。 

 主な内容を説明させていただきます。３ページを

ご覧ください。一番上の地場産業総合振興事業とい

うことで、記載のとおり、（１）から（３）までの
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ＰＲ事業等に取り組まれました。 

 次に、一つ飛びまして４ページの一番下になりま

すが、４番、５階フロアの管理運営を説明いたしま

す。 

 ５ページをご覧ください。上から２行目になりま

すが、コワーキング、フラップトヨオカの会員数の

状況です。個人会員が１３人、昨年度１７人に比べ

まして４人減少となっております。法人会員につき

ましては３社のまま変わりません。一方、一時利用

の方は１９０人ということで、前年の１０２人より

大幅に増加になっております。ただ、個人会員が減

って一時利用会員が増えたということもございま

して、令和４年度の会費収入につきましては１１８

万８千五百円と前年よりも減額となっております。 

 次に、少し飛びまして（２）事務室２室の賃借で

すけども、本年度も①番、②番の会社のほうに、５

階のフロアになりますけども、賃貸を行っておりま

す。 

 次に、５ページの中ほど、５番目の直営事業でご

ざいます。（１）番、観光物産展示即売所の運営事

業ということでございます。３行下に下りていただ

きまして、販売総額８，０６７万６，０８９円でご

ざいますが、内訳のほう説明させていただきます。

じばさんショップ、じばさんの建物の中の売店の売

上げが約８８４万円。それから、ふるさと納税のほ

うが約６，４９３万円。それから、少し一つ飛びま

して、宵田にありますＴｏｙｏｂｒａの売上げのほ

うが約６９１万円というようなことで、合計８，０

６７万６，０００円となっております。昨年に比べ

ますと、コロナ禍ではありましたけども、引き続き

好調なふるさと納税に支えられまして、２０２１年

度より１６．７％の増となっております。 

 次に、６ページをご覧ください。上から２行目、

（２）貸室運営事業でございます。コロナ禍ではあ

りましたけども、少し活動が活発化の兆しがありま

したので、利用者につきましては３万２，８２０人

と前年より２，０００人ほど増えております。伴い

まして、一つ上の使用料につきましても１，２１６

万７，０００円ということで、前年と比べますと２

３０万円ほど増えているという、そういう状況にな

っております。 

 次に、当期出資差額の決算状況を説明させていた

だきます。９ページをご覧ください。 

 一番下から３行目でございます。こちらが当期出

資差額となりますが、７６２万１６４円ということ

で黒字決算となっております。 

 じばさんの説明は以上となります。 

 次に、中心市街地３施設の状況につきまして説明

いたします。 

 １９ページをご覧ください。まず、アルチザン 

アベニューの状況から説明をさせていただきます。 

 表の左側が２０２１年度、黒枠で囲っております

右側が２０２２年度となっております。コロナ禍の

影響がまだまだある中でしたけれども、昨年は店舗

の改装をされたり、それからネット販売の強化にも

取り組まれておりました。また、宵田商店街の商品

券事業など好影響もありまして、２０２２年度の来

店者数は２０２１年度より約１３％増の２万２，２

３５人となっております。売上げのほうは２０２１

年度よりも２６％増の１億５，５４５万８，０００

円となっております。 

 次に、２０ページをご覧ください。アルチザン 

アベニューの隣にあります駐車場の中にあります

まちなかステーションでございます。こちらはじば

さんのほうに運営のほうの委託を出しております。

２０２２年度の来店者数につきましては、一番右端

の一番下ですけども１万２，２４３人ということで、

前年度より２０％増となっております。売上げは６

９０万６，０００円ということで、前年度よりも１

８％の増となっております。 

 ２１ページをご覧ください。こちらはＴｏｙｏｂ

ｒａの駐車場のほうの状況となっておりますので、

ご清覧ください。 

 次は２２ページをご覧ください。まちなか交流館、

豊岡１９２５の状況でございます。 

 コロナ禍で消費動向が変化しまして、飲食ですと

か婚礼が大きく伸び悩むようになってまいりまし

たが、指定管理者によります営業努力によりまして、
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宿泊客の入り込み増を頑張っていただきました。売

上販売額合計ですけども、６，４６５万８，０００

円ということで、なかなか厳しい１年ではありまし

たけども、２０２１年度より１４％減にとどまった

というような状況となっております。 

 その他、詳細につきましてはご清覧ください。説

明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 何か質問あれば、挙手お願いします。 

 前田委員。 

○委員（前田 敦司） ありがとうございます。ちょ

っと聞きたいこといろいろあるんですけど、あんま

り言うとあれなんですけど、まず、トヨオカ カバ

ン アルチザン アベニューとまちなかステーシ

ョンというか、Ｔｏｙｏｂｒａの件なんですけど、

１０月、１１月だけ減ってるんですけど、これが、

この時期に工事してたっていうことでしたでしょ

うか。すみません、知らなくて。 

○委員長（田中藤一郎） 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） そのとおりです。１

１月の中旬ぐらいにオープンになりましたので、１

０月から１１月にかけまして工事のほうさせても

らっております。 

○委員長（田中藤一郎） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

 続いて、これ、駐車場の件なんですけど、２１ペ

ージの。これ、ここで聞くタイミングなんかどうか

ちょっと分からないんですけど、この駐車場って川

沿いのやつですよね。あれ、違うんでしたっけ。

（「まちなかステーション」と呼ぶ者あり）あ、ま

ちなかステーション。いや、どちらにせよ、結局夜

閉まりますよね。夜閉まるのが不便だっていう声も

ちらちら聞くんですけど、何か自動化するとかそう

いう選択肢っていうのはないんでしょうか。 

○委員長（田中藤一郎） 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） そういう声は多少聞

くこともありますけど、現時点としては、夜の、逆

にマイナス部分のほうが、騒音だったりとかそっち

のことのほうが心配する声のほうがまだ周りで多

いですので、現状としては今のままの運営を考えて

おります。 

○委員長（田中藤一郎） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） そうしたら、周りの方の声、

騒音が心配だとかっていうところの声が、逆にそれ

よりも開けてほしいっていう要望が増えたら開け

るっていうことも選択肢としてはあるっていうこ

とですかね。 

○委員長（田中藤一郎） 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） 活性化のための施設

ですので、どうやったら有効活用できるかという視

点は常に持っておりますが、現在も無料で使ってお

りますので、委員ご指摘のとおりバーを自動化する

と費用もかかりますから、有料化というようなこと

も検討しないといけませんので、どちらが中心市街

地にとっていいのかという検討はしないといけな

いですけども、時代とかニーズに合わせていろいろ

取組を変えていくというのは必要かなと思ってお

ります。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） 分かりました。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） そのほか、ないですか。 

 前野委員。 

○委員（前野 文孝） じばさんの活動について、い

ろいろと苦労されてると思うんですけども、あえて

今回ネットショッピングという形で出されていて

頑張っていますということなんですが、これ見ると、

かばんが５つと、但馬ファンクラブが１年、２年、

３年の延長みたいなことで、アイテムが非常に少な

くって、ホームページの管理費は１５万円かかって

いて売上げが１０万円ちょっとということなので、

この辺のまた評価をどうされているのかというの

をお聞かせてください。 

○委員長（田中藤一郎） 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） ネットのほうの強化

は、豊岡鞄の公式オンラインショップということで、

アルチザンのほうはかばんとふるさと納税のシナ

ジーの関係もあって特に強化をしておりますが、ご
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指摘のじばさんにつきましては、委員ご指摘のとお

りでございます。特に４ページを見ていただきまし

たら、ご指摘のとおり、２０万円の費用をかけなが

ら１０万円の売上げしかないというようなことも

ありますので、また運営している側のほうとは課題

感を持って取り組んでおりますが、現状のところ、

さらによりよくするというようなとこ、費用の見合

いもありましてまだ具体化できていないところで

ございますが、こういう声をいただいたということ

については、またじばさんのほうと情報は共有して

いきたいなと思っております。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 前野委員。 

○委員（前野 文孝） ぜひお願いします。かばんだ

けじゃないので、じばさんは全体のいろんな産物を

含めたＰＲしなきゃいけないはずですし、実際ショ

ップではたくさんの物品があるので、その辺をちょ

っとよく見直しをしていただくようにお願いして、

これは要望で。 

 それから、まちなか交流館のほうですけども、条

例といいますか設管条例を変えて、今どういう状況

にあるのかということをご説明ください。 

○委員長（田中藤一郎） 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） 条例改正をしていた

だきまして、その内容を踏まえて来年度の指定管理

者の公募の募集要項を、今、内部で検討していると

こでございます。８月から新しい公募の方を募集を

かけるというような、そんなスケジュール感で進め

ていきたいなと思っております。内容のほうにつき

ましては、お菓子だけではなく、いろんな要素を取

り入れてもらいながら活性化につながるような取

組を施設でつくってもらう、そんな提案をしてもら

いながら指定管理者のほう決めていきたいなと思

っておりますのでというとこでございます。現状は

以上です。 

○委員（前野 文孝） 以上です。 

○委員長（田中藤一郎） よろしいですね。 

 それでは、この件はこの程度にとどめたいと思い

ます。 

 共生部のほう、退席していただいて結構でござい

ます。 

 次に、竹野振興局から、弁天浜キャンプ場炊事棟

解体工事における対応について説明を願います。 

 どうぞ。 

○竹野振興局地域振興課参事（小林 昌弘） お時間

をいただき、ありがとうございます。 

 事前にお配りをさせていただいてます資料のほ

うの１ページをご覧ください。弁天浜キャンプ場炊

事棟解体工事におけるダイオキシン類検出の対応

についてでございます。 

 まず、１、工事概要です。これは昨年度、令和４

年度の弁天浜キャンプ場のトイレ、炊事棟解体工事

です。工事の概要につきましては、トイレ棟、炊事

棟、それぞれ仕様は記載のとおりで、請負金額も記

載のとおりです。 

 ２のダイオキシン類の検出確認ということで、２

０２２年度工事において、弁天浜キャンプ場トイレ

炊事棟解体工事を施工しましたが、工事期間中に炊

事棟耐火れんがから基準値を超えるダイオキシン

類を確認をしたというものでございます。基準値が

３ナノグラム以下であるのに対し、実測値が３．５

ナノグラムということでございます。参考としまし

て、ダイオキシン類対策特別措置法を記載しており

ます。ばいじん等処理基準に基づく処分が必要とい

うことで、含有量が３ナノグラムを超える場合は、

特別管理産業廃棄物として特別措置法に基づいた

処理、処分で取り扱うことになっております。 

 ３の対応と経過報告でございます。 

 今年の２月の９日に工事請負契約を締結してお

ります。２月の１０日から工事着手で、３月の１３

日に耐火れんがの分析検査結果の提出があり、先ほ

ど申しました基準値を超える数値が出たというこ

とでございます。 

 ３月１４日に第１回の契約変更をしまして、３月

２３日、分析検査結果を受けて対応を三者で協議し

ております。１つ目、基準値を超えたダイオキシン

類は特別管理産業廃棄物で相応の処理、処分が必要

であること。２つ目に、撤去処分には多額の費用と

日数を要すること。３つ目に、工期内での工事完了
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は困難との判断をしました。 

 ３月３１日に第２回の契約変更を行いまして、そ

の契約変更の仕様に基づきまして耐火れんがの解

体撤去を残し解体工事を完了しております。 

 ４の関係団体との協議結果でございます。 

 観光協会、それから竹野浜自治会、該当区であり

ます西町区のほうに説明をさせていただきまして、

意見を伺いました。皆さん総じて早期の撤去が望ま

しいが、現在行われている対応、雨水が浸透しない

ように養生と周囲に立入禁止のフェンス等を設置、

安全性が確保されるならばキャンプ場開設期間は、

特に夏季、７月、８月は利用客も多いため、観光へ

の風評被害等の影響も考慮し、開設期間終了後に、

１１月以降をめどに撤去してほしいという意見で

ございました。 

 ５、今後の工事概要と概要工事費でございます。 

 工事概要につきましては、耐火れんが解体撤去と

残っているコンクリート解体撤去、それから埋設が

あります給排水設備撤去工事となります。概算工事

費は記載のとおりでございます。 

 ６の今後の対応としまして、新年度に入り、これ

まで財政課、副市長、市長協議等を経て予備費や予

算の流用等により早期執行も検討はしましたが、入

札執行による工事発注となると工事着工までに１

か月余りの期間を要してしまうため、施工時期がキ

ャンプ場の開設時期、おおむね５月１日から１０月

末までが開設時期となっております。あるいは、夏

季の海水浴場開設時期と重なること、また施工期間

は約２週間程度ではあるものの、現地での解体及び

粉砕作業となり、安全対策には十分配慮した上で実

施したとしても風評被害をあおることが懸念され

ること。さらに、上記関係団体との協議を受けた結

果から、９月補正で予算を要求させていただき、予

算成立後に速やかに工事発注と施工することが適

当であると判断をいたしました。ただし、キャンプ

場の１０月の予約状況によっては、早期に閉鎖し施

工することも検討いたします。 

 なお、工事着工までの間、現在の対応状況が継続

維持できるよう、逐次、竹野振興局で管理、観察に

努めることといたします。 

 ３ページ目のほうに弁天浜の位置図、ちょうど竹

野川の河口付近になります。それと、キャンプ場の

配置図をつけております。 

 それから、４ページ目が養生している写真でござ

います。 

 最後、５ページ目が、フェンスを設置し、立入り

ができないようにしている写真でございます。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 何か質問があれば挙手をお願いします。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ごめんなさい、直接ダイオキ

シンのことではないですけど、これ、解体工事の中

で見つかったいうことで、これ、トイレと炊事棟は、

これは解体するのが今回の工事ですけど、建て替え

か何かを予定されてるんですかね。どういう、解体

するだけなんですか、その後は。 

○委員長（田中藤一郎） 小林参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（小林 昌弘） 今回の

工事は撤去のみとなります。建て替えは行いません。

以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） キャンプ場に炊事場やトイレ

がなくなるっていうことでしょうか。 

○委員長（田中藤一郎） 小林参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（小林 昌弘） ３ペー

ジのほうの位置図、キャンプ場の配置図のほうを見

ていただきますと、公衆トイレと炊事棟ももう１棟

ありますので、完全になくなるということではござ

いません。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 一番下のほうにあるのはある

ということですか。分かりました。 

○委員長（田中藤一郎） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） ２点だけ。当然、この夏は使

われて、特にキャンプの場合はこの炊事棟は使わず

に個々で飯ごう炊さんとかは可能だというのはオ

ーケーなんですね。 
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 それともう一つは、これ、こういう事態が発生し

てもこういう施設いいますんか、飯ごう炊さんでき

るような釜を作ったり、これはもう、これ以降はも

うやらないというような方向なんでしょうか。いや

いや、もうやっぱりそういうのが必要だから、これ

がちょっと収束したらこれは復旧というんか、やっ

ていくような、ちょっと聞き漏らしかどうか分かり

ませんが。 

○委員長（田中藤一郎） 小林参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（小林 昌弘） 今回、

トイレと炊事棟を解体させていただいて、炊事棟に

つきましてはまだほかにございますので、そちらの

ほうで飯ごう炊さんはできます。最近ですと、もう

皆さん持ち込んでこられる方が多いので、あんまり

炊事棟を使っているという、個人での利用というの

はほぼないようなことを聞いております。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 今の、ほかにもあるいうこと

は、ほかにも同じこういう耐火れんがを使ってる可

能性もあると。つまりダイオキシンが含まれている、

この可能性もあるということでしょうか。 

○委員長（田中藤一郎） 小林参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（小林 昌弘） その可

能性はあります。 

○委員長（田中藤一郎） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） ということは、そのまま風化

といいますか、風雪でだんだん劣化、老化するわけ

ですけども、それによって性状が変わってダイオキ

シンが発生していくと、これはどうなんでしょうか。 

○委員長（田中藤一郎） 小林参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（小林 昌弘） 何年置

いてからもうダイオキシンがなくなるとかってい

うことはないと思います。今回解体しました炊事等

につきましても、ここ二、三年は使ってない状況だ

ったので、何年置いたらということはないと思いま

すので、また改めて今度解体を、そういう時期にな

りますと同じようにまた検査をしないといけない

ということになると考えます。 

○委員長（田中藤一郎） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） しつこくもう１点、最終的に

やっぱりこういうもんが含まれているということ

だったら、今は全然もうキャンプの形態変わってき

てますんで、これはもう取っていくというようなお

考えですか。それとも使えるだけ使ってというふう

な、それの判断といいますか、どうでしょうか。 

○委員長（田中藤一郎） 小林参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（小林 昌弘） 今のキ

ャンプの形態を見ますと、どうしてもこういう施設

の炊事棟はあんまり使われないような感じです。現

在のものが耐用年数とかを考慮しまして、また建て

替えは恐らくないとは思うんですけども、利用状況

を見まして検討したいと思います。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） やっぱり安心・安全が求めら

れるんで、危ないものだったらお金をかけてでも、

その時期を見て、これは処理されたほうがいいかな

と思いますので、検討をよろしくお願いします。以

上です。 

○委員長（田中藤一郎） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） すみません、そもそもこれ、

今回はダイオキシン類の検出の対応についてって

いうことなんですけど、指定管理で入っておられる

方たちっていうのもトイレ棟とか炊事棟とかを撤

去するというところ、特に、すみません、僕、この

キャンプ場たまに行くんですけど、奥のとこは使っ

てないのは確かに理解できるんですけど、真ん中の

ところの公衆トイレって撤去されてしまってるん

でしたっけ。というのと、協議はもうちゃんと双方

合意の上でなってるんですかね。三者協議には指定

管理者は入ってないので、どうなのかなと思って、

ちょっと気になりまして。 

○委員長（田中藤一郎） 局長。 

○竹野振興局長（石田 敦史） 先ほどの件、この間、

昨年度の工事ということで、その１年前の段階でト

イレについては撤去するというふうな確認はさせ

ていただいてます。 

○委員長（田中藤一郎） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） そうしたら、確認というのが
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指定管理で入っている人も、じゃあなしでいいです

かねっていうふうになって、理解された上で、合意

の上でトイレと炊事棟がなくなってるっていうこ

とですかね。 

○委員長（田中藤一郎） 局長。 

○竹野振興局長（石田 敦史） そもそもこの施設が

指定管理施設ということではございませんので、よ

ろしくお願いします。 

○委員長（田中藤一郎） 前田委員、大丈夫ですか。 

○委員（前田 敦司） すみません、そうしたら、こ

れは指定管理施設ではない、すみません、僕の、じ

ゃあ認識の違いでした。これは民間がやっている施

設の中でダイオキシンが出たから行政が対応して

おるって、そういうことですか、すみません。 

○委員長（田中藤一郎） 局長。 

○竹野振興局長（石田 敦史） そもそもここは従来

は、大昔からいいますと兵庫県が設置したキャンプ

場です。それを旧竹野町が施設を譲り受けてという

ふうな格好で、その施設を今、たけの観光協会に委

託をかけて、なおかつキャンプ場の部門だけを但馬

東洋珈琲㈱のほうに再委託をされてるという状況

です。 

○委員長（田中藤一郎） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） となっていると、そういった

過去の経緯があったりとか、実際現場でやっておら

れる方がおられると思うんですけど、その方たちと

は協議ができているということで大丈夫ですね。そ

こだけちょっと確認したくて。 

○委員長（田中藤一郎） 局長。 

○竹野振興局長（石田 敦史） 委員おっしゃるとお

り、その辺の調整はさせていただいております。 

○委員長（田中藤一郎） よろしいですね。 

○委員（前田 敦司） すみません、ありがとうござ

います。 

○委員長（田中藤一郎） この件はこの程度にとどめ

たいと思います。 

 ここで建設経済委員会を暫時休憩します。ちょっ

とトイレ休憩もしたいと思いますので、１０時５５

分再開したいと思います。 

午前１０時４８分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１０時５５分 分科会再開 

○分科会長（田中藤一郎） それでは、ただいまから

建設経済分科会を再開します。 

 それでは、協議事項２番、意見・要望のまとめに

入ります。 

 本日の分科会の審査いたしました報告第２号、専

決処分したものの承認を求めることについて、専決

第６号、令和４年度豊岡市一般会計補正予算（第１

３号）、専決第７号、令和５年度豊岡市一般会計補

正予算（第１号）、専決第８号、令和５年度豊岡市

一般会計補正予算（第２号）、第７５号議案、令和

５年度豊岡市一般会計補正予算（第３号）について、

分科会審査における意見・要望について、ご発言あ

れば願います。特になければ、（「別になし」と呼

ぶ者あり） 

 それでは、なしということで。 

 どうぞ、須山委員。 

○委員（須山 泰一） ちょっと聞きたいことがある

んだけど、さっき僕、そこまで詰めて聞けんかった

けど、市民向けの省エネの支援いうのは枠が２億ぐ

らいあって、あれ、いっぱいになったらもうそこで

終わるんですか。（「打切り」と呼ぶ者あり） 

○分科会長（田中藤一郎） 終わります。 

○委員（須山 泰一） 終わるんか。そこまでやるっ

ていう感じですか。 

○分科会長（田中藤一郎） そうです。 

○委員（須山 泰一） その関連で、何か意見つけれ

んことはないかもしれんけど、特にいいです。（「意

見なし」と呼ぶ者あり） 

○分科会長（田中藤一郎） 意見なしで調整します。

よろしくお願いします。 

 次に、分科会長報告についてでありますが、なし

っていうことになりますので、報告はないんですよ

ね。（発言する者あり） 

 報告がありますので、案文は正副分科会長に一任

願いたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○分科会長（田中藤一郎） 異議がないようですので、

正副分科会長に一任願います。 

 ここで建設経済分科会を閉会します。 

午前１０時５８分 分科会閉会 

──────────────────── 

午前１０時５８分 委員会再開 

○委員長（田中藤一郎） ただいまから建設経済委員

会を再開します。 

 それでは、本日委員会において審査いたしました

議案について、当委員会の意見・要望についてご協

議いただきたいと思います。 

 何かありますか。 

 前野委員。 

○委員（前野 文孝） 今回、報告第７号ということ

で、その書面の説明などはなかったんですけども、

日高振興公社が大きな赤字を出してまして、これに

ついて何か経営改善の意見をつけれるでしょうか、

今回のこの建設経済の意見とかをつけれるんかな、

いけるよな。（「これ、報告だけよな、審議してな

いんで」と呼ぶ者あり） 

 審議はしてないですけど、委員長意見とかで、委

員会意見とかでつけれないんですか。 

（「審議の報告で予算とか何か上がっとったらそこ

につけることはできるけど、それを、そのものにつ

いてはできないと思う。報告そのものについては」

と呼ぶ者あり） 

なるほど、分かりました。 

○委員長（田中藤一郎） よろしいですか。 

○委員（前野 文孝） ちょっと経営的に危惧は感じ

てるので、それならば結構です。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） そのほか、ないようでした

ら、今回はなしということでよろしくお願いをいた

します。 

 それでは、委員会報告についてでありますが、案

文は正副委員長に一任願いたいと思いますが、ご異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。そ

のように決定しました。 

 次に、閉会中の継続調査に関する件について、お

諮りいたします。 

 別紙１として、当委員会の重点調査事項をつけて

おります。所管の調査事項等に閉会中継続調査事項

について議長に申し出たいと思いますが、これにご

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 すみません、太田委員。 

○委員（太田 智博） 確認の意味なんですけど、こ

れ、新型コロナに関わる地域経済対策についてが一

番下入ってるんですけど、これ５類になっても置い

ておくというようなイメージで、理解でよろしいで

すか。（「もうちょっと状況見るいうことかな」と

呼ぶ者あり） 

分かりました。 

○委員長（田中藤一郎）よろしいですか。 

○委員（太田 智博） はい。 

○委員長（田中藤一郎） ありがとうございます。 

 ご異議なしと認め、そのように決定しました。 

 次に、意見交換会についてご協議いただきたいと

思います。 

 ５月２５日発行の議会だより第９１号で意見交

換をしていただく団体を募集しましたところ、１件

の申込みと１件の問合せをいただいております。正

式な申し込みいただいた団体名は、兵庫県立大学豊

岡コウノトリ湿地保全部隊で、６月に発足した兵庫

県立大学院の有志のグループです。もう１件、正式

な申込みはまだですが、豊岡市商工会議所様より問

合せをいただいております。今後調整の上、この団

体と意見交換するということでご異議ありません

か。 

○委員（須山 泰一） これは両方ということですか。 

○委員長（田中藤一郎） 今言ったとおりですけれど。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしということで、

そのようにさせていただきます。 

 日程を決めたいと思います。 
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 暫時休憩します。 

午前１１時０４分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１１時０７分 委員会再開 

○委員長（田中藤一郎） それでは、委員会を再開し

ます。 

 日程につきましては、第１希望が８月の１日の午

後、１３時３０分から１５時まで。第２希望、第３

希望を８月の２１、２２の昼からというふうなこと

で決めさせていただいてよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） また先方と調整し、実施さ

せていただきたいと思いますので、日程が決まり次

第連絡させていただきますので、よろしくお願いを

いたします。 

 次に、その他ですが、委員の皆さんから何かご意

見等はありませんか。 

 ないようですので、それでは、以上をもちまして

建設経済委員会を閉会いたします。皆様ご苦労さま

でした。 

午前１１時０８分 委員会閉会 

──────────────────── 


